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発表演題名 SFTS問題を受けて福井県のマダニ分布相の再調査および 

SFTSウイルス遺伝子の検索 

発表学会名 2014 年度ダニ類研究班集会（第 29 回） 
発表者名 石畒 史 

開催場所 岐阜市  

発表日時 平成２６年３月２１日（金） 

発表内容 採集は平成 25年 5月下旬～7月下旬に、主に登山道沿いでフランネル法

によって行った。採集地は若狭地区の３ヶ所、越前地区の６ヶ所および奥

越地区の６ヶ所の計 15ヶ所、延べ 17回、採集地の標高は 10ヶ所が約 600m

以下ながら、５ヶ所は最高 1,670mまでの高度を含んだ。採集個体の約 70％

はチマダニ属若虫で占められたが、ウイルス遺伝子の検索対象としては成

虫は個別に、またチマダニ属など幼若期は原則として５個体プールを１検

体とみなして実施した。方法はマダニから抽出した RNAの 1/10量を、SFTS

ウイルスの Sセグメントを標的とする MGBプローブを用いたリアルタイム

RT-PCR で検査し、10コピー/reaction以上を陽性とした。 

 国立感染研が主に南西日本の調査を基に SFTS ウイルス遺伝子保有種と

したマダニ５種（キチマダニ：Hf、ヒゲナガチマダニ：Hk、フタトゲチマ

ダニ：Hl、オオトゲチマダニ：Hmおよびタカサゴキララマダニ：At）が、

北国街道と言われる本県内でも確認できた点は重要で、また遺伝子検索の

大まかな結果として、若狭地区の Hk♂、Hl 若虫および Hm若虫、越前地区

の Hf 若虫およびタイワンカクマダニ（Dt）♀、ならびに奥越地区の Hf若

虫から各々検出され（Atの陽性はみない）、いずれも標高約 600m以下のも

のであった点も疫学的に興味深い。 

 
 
 

 


